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T-1982に 関 す る 臨 床 的 検 討
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新 しく開発 され たCephamycin系 抗生剤T-1982を 使用 し,そ の臨床効果 を検討 した。

21例 に用 い,う ち18例 が効果判定可能 であった。 内訳 は気 管支肺 炎11例 中9例,急 性気 管支炎の

2例 中1例,肺 化膿症の1例,化 膿性肋膜炎 の1例,胆 管 炎の2例 および腎孟腎炎 の1例 でいずれ

も有効以上 であ り,し たが って18例 中15例,83%の 有効率 であった。

副作用 は皮疹が2例,軽 度好酸球増 多および軽度S-GPT値 の上昇 がおのおの1例 の計4例 にみ

られたが,い ずれ も本剤 の使用後 または中止 によ りす みやかに改 善 した。

これ らの こ とよ り本剤 は各種感染症 において有用 な抗生 剤で あると思われ る。

T-1982は 富山化学工業(株)および科 研 化 学(株)で共 同開

発中の新 しい注射用Cephamycin系 抗生剤で あ り,本 剤

は各種細菌産生の β-lactamaseに 安定 で,グ ラム陽性菌

およびグラム陰性菌 に対 して広範囲な抗菌 スペ ク トラム

を有 してい る。特 にEnterobacter, Serratia marcescens,

Proteus, Bacteroidesな どに対 しては従来 のCephem系 薬

剤と比べてさらに強い抗 菌 力 を有 し,か っin vitroよ り

in vivoの効果が優れ るとい う特徴が示 され ている1)。

今回われわれ はT-1982を 使用 す る機会を得,各 種内

科系疾患に使用 し臨床効果 の検討 を行 な った のでその結

果を報告する。

I.対 象お よび方法

対象はいずれ も入院患者で,年 齢は32歳 よ り83歳 の間

で,呼 吸器感染症17例,そ の他4例 の計21例 である。 ま

た21例中14例にて感染 と関連す る と思われ る何 らか の基

礎疾患を有していた。

投与量は21例 中19例 にて1日29,2例 にて1日49

であり,総 投与量は49よ り849の 間である。投 与方

法は静注または点滴静注 によった。

効果判定は臨床症状お よび各種検査 結果よ り総合判定

し,著 効,有 効および無効 の3段 階に分 類 した。

II.成 績

個々の症例 に関す る結果 はTable 1に 示す ご と くで

ある。21例中18例 にて効果判 定が可能 で あった。効果判

定のできなか った の は3例 でcase 10は 皮疹出現のた

め2g,2回 の投与にて 中止 した。case 15は,そ の後

の検査結果よ り結核性 肋膜炎 と判明,case 21は やは り

使用後に肺好酸球増 加症(PIE症 候 群)と 判 明 し,い ず

れも効果判定は保留 とした。

したがって効 果判定の行 ない得た18例 では,呼 吸器感

染15例 中,気 管支肺炎11例 で著効3,有 効6,無 効2で

あ り,急 性気 管支炎の2例 は有効1,無 効1,肺 化膿 症

の1例 は著効,化 膿性肋膜 炎の1例 は有 効であった。 ま

た胆 管炎の2例,腎 孟腎炎の1例 ではいずれ も著効であ

った。ま とめる と18例 中著効7.有 効8,無 効3と な り

83%の 有効率で あった。なお18例 中14例 が感染 と関連す

ると思われ る基礎疾患を有 してお り,気 管支肺炎の11例

では6例 が肺癌を伴っていた。

分離 菌別ではK.pneumoniaeの 検出 され た3例 中,

2例 にて菌の消失 と共 に臨床 症状 の改善がみ られ,1例

で菌 は消失 しなか ったが,臨 床症状 は改善 した。K.oxy-

tocaの1例 は有効,E.cloacaeの3例 ではいずれ も有効

以上,P.mirabilisの1例 は無効で あった。 なお無効例

のP.mirabilisは 消失 したが,基 礎疾患 としての糖尿病

の影響,さ らに本剤が感受性 の及ぼぬ嫌気性菌に よる可

能性 も考 えられ る症例 である。

本剤使用の前後 におけ る各種検査値の変動は まとめて

Table 2に 示す。

副作用 はcase 1で 微熱 を伴 う紅斑,case 6で 軽度好

酸球 の増 多(15%),case 10で 掻痒 感を伴 う発赤,case

18で 軽度S-GPT値 の上昇(56U/L)が み られ た が,

いずれ も本剤 の使用 中止 または終 了 後 す み やか に改善

した。なおcase 15お よびcase 17に お けるALP値

の上昇は,case 15に て は 結核性 病巣の 肝 へ の 波及,

case 17で は胆石 による影響 と考 えられたの で副作用か

らは除 外 した。

III.考 察および結論

本剤 の臨床 効果に関しては,今 回の成績 では18例 中著

効7例,有 効8例 で,有 効率83%で あった。 さらに18例
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Table 1 Clinical results of T-1982
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Table 2 Laboratory findings before and after T-1982 therapy

B: before, A: after * KAU ND: not done

中14例にて肺癌などの何 らかの基礎疾患を有 していた こ

とも考え合わせ ると,本 剤は臨床的 に も優れた抗菌作用

を有している もの と思われ る。

無効例に関しては,case 8の 急性 気管支炎 で は 膿性

疾の改善がみ られなか ったが,一 つにはVirus感 染に伴

ったものである可能性 も考 え られ る。case 13で は肺癌

および糖尿病の基礎疾患を有 していたための宿主の感染

防御機構の障害 による影響 が考 えられ る。またcase 19

は肺癌に伴 う無気肺部の感染で あることよ り,本 剤 に感

受性を持たない嫌気性菌 による感染の可能性 が考 えられ

る。

副作用に関 してはすでに述 べた ごと く,今 回の使用で

は重篤な ものはみ られず,い ずれ も従来のCephamycin

系抗生剤 にて も時 にみ られ る ものであ る2)。

以上の ことよ り本剤 は各種 感染症 において有用 な抗生

剤 で あると思われ る。
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A CLINICAL STUDY OF T-1982
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A clinical study was performed on T-1982, a newly developed cephamycin antibiotic, and the follow-
ing results were obtained:

1) In 21 patients administered T-1982, 18 cases were able to determine the clinical effect, and 14 in
the 18 cases had some underlying disease.

2) The clinical effect of T-1982 was excellent or good in 9 cases out of 11 cases of bron-

chopneumonia, 1 of 2 cases of acute bronchitis, 1 case of lung abscess, 1 case of purulent pleurisy, 2 cases
of cholangia, and 1 case of pyelonephritis. So, efficacy rate was 83%.

3) Side effects were noted in 4 cases; skin eruption in 2 cases, mild eosinophilia or elevation of
S-GPT in each 1 case. They were improved soon after discontinuation of T-1982 therapy.

4) Based on the above findings, T-1982 seemed to be an effective antibiotic for various infections.


